第１５回　第４部会（産業労働）概要

日　時　　平成２０年１２月１日（月）　午後６時３０分～午後８時１０分

場　所　　市役所　２階　第４会議室

出席者　　川西悟（部会長）、三澤由比子、川田弘教、河村信義、白田明義、

関根実、平田和弘、山田正幸

説明員　　寺山観光経済部次長、澤田商工労政Ｇ総括主幹、

志水農林水産Ｇ総括主幹、石山観光振興Ｇ総括主幹、

事務局　　宮崎企画Ｇ企画主幹、沼田企画Ｇ主査（企画調整）

配布資料　①鷲別商店会視察旅行「丸ごと田舎に泊まろう」に参加して（河村委員）

　　　　　②横手まちナビ（川田委員）

議　題：①運営委員会報告

②鷲別地区の活性化事業、ステップアップ事業、地元の観光地の体験事業に関する提言について　

会議内容

①運営委員会報告

❑　外部評価について、市から案が示された。案では、市民自治推進委員会のみで実施するのではなく、市民自治推進委員会をはじめ、いくつかの団体で事業仕分けを行うとのことだった。

各部会で事業仕分けを行うということになっていないので、事業仕分けをやってみたいと思う方がいらっしゃいましたら推薦します。

市民自治フォーラムについて、勉強会や景観条例を題材にして行ってみてはという案が出されています。

なにか案がありましたら、出してほしいとのことでした。また、経過についてこの場で報告します。

②鷲別地区の活性化事業、ステップアップ事業、地元の観光地の体験事業に関する提言について

❑　先日、増毛等に視察に行かれた方がおり、資料を提出してくれました。

詳しくはお配りした資料をお読みいただきたいが、増毛には観光ボランティアガイドがいるほか、資料館なども作られ、感銘を受けたというのが概要です。

増毛の件を鷲別に置き換えてみると、ガイドになりそうな人もいる。鷲別地区には市の職員もいると思うので、事務局的な役割を担ってくれればと思う。

❑　各地区には、「登別市地区防災担当職員設置要綱」による職員がおります。
これは、高波・高潮などの危険地域に担当員を定めているものです。震度４などの地震が発生したり、津波などの警報が発令されたとき、町内会、市対策本部と連携をとるもので、業務の一貫として行われています。（事務局）

❑　町内会の防災担当者とのつながりは。
❑　この市の担当員は、町内会長に連絡を取るものです。現場の状況などを災害対策本部に連絡し、非難の誘導を行うものです。
地域職員ネットワークについては、業務ではなく、職員も地域の一市民という形で参加します。地域の催しなどに積極的にかかわるようにしているものです。（事務局）

❑　鷲別岬では、防災や観光、地域活性化などの視点があるのだから、行政も各担当を窓口にするのではなく、一本化してほしい。

　　鷲別公民館に関係資料がすべてあるなどのようにしてほしい。

❑　災害時に市がどういう対応をしてくれるかが重要。

❑　市民もこういうことをきっかけに集まろうとしているのだから、市も防災とか区分けをするのではなく、統一すべき。

❑　地区防災の担当職員はそこまで要求されていないのでは。（観光経済部）

❑　要求はされていないと思う。そうではなく、行政も窓口を統一してほしい。

❑　なにかあってからでは遅い。

❑　防災だけではなく、活性化を含めて取り組んでほしい。

❑　地域職員ネットワークは、町内会で何かする時に市の職員にも積極的に出てほしいとの要望があってはじめたものです。
　　人によりますが、市の職員が町内会に入って、一個人として町内会活動やまちづくり活動に携わるのは、難しいのではないかと思います。（観光経済部）

❑　役所の人が、町内会で活動すると役所がらみのことはすべてその人に対応してもらうことが多くなる。そういうことは厳に慎まなければならないが実際はそうはなっていない。

　　各町内会にも自主防災組織を作るべき。そういうことで地域で災害に対して対応でき、後手後手に回らなくてよくなる。
　　緊急避難場所も人が寝そべって３０人しか入らないような施設が割り当てられていて使えない。自分たちのことは、自分たちで守らないといけない。市から自主防災組織を作るよう呼びかけるべき。

❑　各地区の活性化を考えたとき、それぞれの地区に拠点があったほうが良い。
❑　活動拠点としてでしょうか。窓口が観光経済部で、なにかあれば鷲別支所に送るなどの対応でも良いのではないでしょうか。（事務局）

❑　各地域に、その地区をよく知っている職員がいればよいのだが。そういう職員は各地区にいるはず。

❑　役所を退職した人も結構いる。あまり役所だからと押し付けていることはないと思うが、役所に勤めているからボランティアを押し付けるということではない。

　　支所にいって支所長とお茶でも飲みながら鷲別地区についてざっくばらんに話せるようになってほしい。

　　十勝沖地震の時、鷲別岬にみんなで避難したが避難経路に地割れが入っていた。避難経路は他にも考えておくべき。

❑　総合的な鷲別地域のあり方についてなにか意見はありませんか。

❑　温泉では、観光ボランティアが活動している。登別温泉が良いことは誰でも知っている。温泉以外にも若山の湿原があるなど、市内には名所旧跡があるのだから、小冊子でも作って温泉以外にもいいところがあると宣伝してはどうかと思う。

　　地元にもいいところがいっぱいある。鷲別地区からの景観も素晴らしい。

❑　増毛にもいってきたが、先人が残した歴史・文化も素晴らしかった。学校を退職した校長がガイドをしていて地域の歴史を教えてくれた。
　　鷲別には文化はない。自然を生かしたまちづくりができないかと思う。温泉ばかりが登別ではない。鷲別だって登別。時間がかかっても鷲別をよくしたい。

❑　観光協会が温泉にあり、行政は温泉のことしか考えていない。
　　観光協会をまちの中心に持ってきてのぼりべつ全体が観光に取り組むよう行政が取り組むべき。

❑　キウシトや鷲別岬などの景勝地が市内にはある。観光ボランティアが小冊子を使ってガイドをするというのはできるのか。

❑　観光ボランティアは、温泉だけではなく、市内の史跡なども勉強している。自分たちが使用する小冊子も作成している。温泉以外でもガイドをできる勉強をしている。基本的には、どこの地域に行ってもガイドはできると思う。（観光経済部）

❑　登別にクラブツーリズムに１，２００人来たが、フンベ山のことを詳しく説明できなかった。そういう時に観光ボランティアに来てもらえばよかったか。

❑　ボランティアガイドの講座に参加したが、山の標高などは勉強していないが、アイヌ語などでの由来などは勉強している。
❑　大まかな知識的な勉強をしているので、地区のポイントなどを教えてくれれば対応できると思う。（観光経済部）

❑　札幌などから来た人は、フンベ山から見る海は素晴らしいと言っていた。観光協会をマリンパークに移すべきだ。

❑　観光客等の需要が大きいので、観光協会は温泉にあるが、全市的な観光を進めたいと思う。（観光経済部）

❑　観光協会の人は、市民が行って相談するような雰囲気ではない。観光協会は入りにくい。草津などの観光協会は入りやすかった。

❑　行政と観光協会のつながりはどうなっているか。

❑　一つの社団法人として独立している。

　　ただ、観光について市と両輪で取り組むものだと思う。（観光経済部）

❑　観光協会から市への要望はあるのか。市長が観光協会の会長をしていたが、問題はなかったのか。

❑　要望は随時行われている。前市長が観光協会の会長を務めていた際も問題はなかった。（観光経済部）

❑　市長が観光協会の会長をしていたら温泉ありきになってしまう。行政は全市的な観光を進めるよう観光協会に言うべき。

❑　土壌作りができたので、これから取り組みたいと思う。（観光経済部）
❑　ボランティアガイドは、温泉以外の知識をもっているとのことだから、他の地域についても深めていただきたいと思う。ガイドの冊子を次回持ってきていただきたい。その冊子に各地区の情報を盛り込んでもらいたい。

❑　ガイドは、行動する時、足台が６割程度しか出ないので、あとは自前となる。登別ゲートウエイもあるので活用してほしい。（観光経済部）

❑　ゲートウエイは半日頼んだらいくらになるのか。

❑　午前中や４時間などの時間で金額は設定されている。単純計算ではあるが１時間、一人１，０００円程度と考えていただきたい。

❑　これからは全市的な観光を進めるということでよいのか。確認したい。観光協会は、全市的にホテル関係者以外も支援するのか。

❑　支援します。（観光経済部）
❑　鉱山地区にはだいぶ金をかけた。鷲別にも配慮していただきたいと前の市長には言っておいた。

❑　全市的な観光の話についてですが、登別は９種類の泉質など、温泉で有名になりました。観光客の主流も温泉に泊まって帰るのが一般的でした。観光協会はそういった方への対応が中心であり、そういった状況でまちづくりを進めてきました。エージェントの対応など、観光協会の役割としてはそういったことを中心にせざるをえない状況にあることをまずは理解していただきたい。

　　フンベ山を観光の拠点の一つに組み込むにしても、ガイドはどうするのか、安全面はどうなのかなど、配慮しなければならないことがたくさんあります。右から左にというわけにはいかないのです。

　　各地の景勝地が即、エージェントのツアーに組み込まれるかは難しいと思います。短期間でできることではないことを理解していただきたい。（観光経済部）

❑　登別市の市民が温泉を全員紹介できるようにすべき。温泉が１５０年ということを知らない市民がいた。豊水まつりやグリーンピアの祭りも市民は関心が薄い。観光協会がもっと宣伝すべき。
❑　おっしゃることはもっともだと思います。
　　しかし、１５０年については、新聞などいろいろな宣伝を行いましたので、そういった情報を眼にはしているはずです。そういう情報を気にかけ、収集する努力を市民の側もすることが必要だと思います。

　　市民自治推進委員会などのこういった場で議論をしていただき盛り上げていくべきではないかと思います。（観光経済部）

❑　そうかも知れないが、市民が開湯１５０年の事業にどれだけ参加したかが問題。連合町内会にも参加してほしいという話はなかった。サミットも同じ。行動で示さなければだめ。行政も観光協会も独り相撲しているだけ。

❑　こういう場所で議論をして行政と話し合っていくことが大切ではないでしょうか。行政は何もしないと言っているだけでは、行政批判だけで終わってしまいます。（観光経済部）
❑　前回の部会で、足湯を貸してくれる。鬼みこしも貸しますという話があった。こういう話を進めてはどうか。
❑　人手の問題があるが、全市的に取り組めばよいのではないか。鬼みこしが各地区を回っていってもよいと思う。

◆携帯電話での情報発信について

❑　前回、我々からも行政に情報を出すということになっていた。
❑　まちナビの資料をお配りした。国交省のまちナビプロジェクトというものがあり、平成１８年度から行われている。

　　資料の最後のページでは、昨年、応募があった地域を記載している。今年は、富良野市から応募があったと聞いている。

　　資料１枚目の横手まちナビは実証実験も含めて実際に行っている。ＱＲコードがのっているので、ご自分の携帯で試していただきたい。

　　山陰まちナビでは、マップコードも載せている。函館は、実証実験で終わっているようだ。
❑　良いものだと思うが、情報を更新したり管理は誰が行うのか。観光協会が行うとすれば、朝から晩まで掛かる。どこまでの情報を出すのか。（観光経済部）

❑　千歳空港から登別市までのルート情報とか、各拠点の情報などでも良い。

■次回開催日等について

●開催日時　平成２１年２月９日（火）　１８時３０分～

●開催場所  市役所２階　第２委員会室
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